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載

梁
水
海
洋
放
出
計
画
と
地
元
の
反
対

福
島
第
一
原
発
内
で
溜
ま
り
つ
づ
け
る
汚
染
水
は
、
今
な
お
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
総
貯
留
量
は
二
〇
二
〇
年
九
月
時

点
で
約
1
2
3
万
。
皿
に
達
し
た
。

福
島
第
一
原
発
の
敷
地
内
に
は
一
〇
〇
〇
基
を
超
え
る
タ
ン
ク
が

林
立
し
、
東
電
は
、
二
〇
二
二
年
の
夏
に
は
、
敷
地
制
限
に
よ
る
最

大
可
能
貯
留
量
の
1
3
7
万
8
m
に
達
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
政

府
・
東
電
は
、
こ
の
ま
ま
ダ
ン
ク
が
増
え
続
け
て
い
く
と
、
二
〇
四

一
～
五
一
年
に
完
了
を
目
指
す
廃
炉
作
業
に
支
障
が
出
か
ね
な
い
と

蜜
織
豊

つ
つ
い
・
て
つ
ろ
う
　
プ
ラ
ン
ト
技
術
者
の
会
会

員
、
原
子
力
市
民
委
員
会
委
員
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
国
内
外
の
石
油
・
化
学
・
製
鉄
プ
ラ

筒
井
哲
郎
議
端

し
て
、
「
廃
炉
作
業
が
完
了
す
る
頃
に
は
A
L
P
S
処
理
水
の
処
分

も
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
と
説
明
し
て
き
た
。
つ
ま
り

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
三
〇
年
程
度
を
か
け
て
汚
染
水
を
海
に
放
流
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

経
歴
省
お
よ
び
東
電
は
、
汚
染
水
の
海
洋
放
出
計
画
を
強
引
に
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
地
元
の
福
島
県
漁
連

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
や
市
民
が
強
く
反
対
し
て
い
る
。

経
産
省
が
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇
年
四
月
に
開
始
し
た
「
関
係
者
の

御
意
見
を
伺
う
場
」
は
、
一
〇
月
八
日
に
第
七
回
を
終
え
た
。
こ
れ

ま
で
も
海
洋
放
出
反
対
を
含
む
慎
重
意
見
が
多
数
を
占
め
、
第
七
回
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“8割漸拒題 

一
で
は
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
漁
連
）
と
福
島
県
水
産
加
工

業
連
合
会
が
海
洋
放
出
に
絶
対
反
対
の
憲
志
を
表
明
し
た
。
福
島
県

内
で
は
全
自
治
体
の
七
割
を
超
す
四
四
市
町
村
議
会
で
、
処
分
方
法

を
め
ぐ
っ
て
決
議
や
憲
見
書
が
可
決
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
犬
多
薮
が

海
洋
放
出
反
対
や
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
福

島
県
内
の
団
体
が
呼
び
か
け
て
経
産
省
に
提
出
さ
れ
た
海
洋
放
出
反

対
署
名
は
四
二
万
人
を
超
え
て
い
る
。

主
な
反
対
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
魚
介
類
を
経
由
し
て
人
体
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
ト
リ

チ
ウ
ム
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
懸
念

②
　
事
故
後
の
禁
漁
を
経
て
、
試
験
操
業
か
ら
増
産
に
向
け
て
舵
を

切
ろ
う
と
し
て
い
る
沿
岸
漁
業
へ
の
壊
滅
的
な
打
撃

③
　
ル
テ
ニ
ウ
ム
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
な
ど
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
の
核
種
が
処
理
水
中
に
残
留
し
て
お
り
、
実
に
貯
留
量
の
約
七

五
％
が
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念

④
　
海
洋
へ
の
廃
棄
物
投
棄
を
規
制
す
る
国
際
条
約
に
抵
触
し
、
近

隣
諸
国
か
ら
も
反
対
さ
れ
て
い
る

⑤
　
タ
ン
ク
保
管
の
継
続
、
モ
ル
タ
ル
固
化
と
い
っ
た
代
案
の
存
在

故
以
降
、
塊
と
な
っ
た
核
燃
料
＝
デ
ブ
リ
を
冷
却
し
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
。
掘
り
し
も
原
子
炉
建
屋
か
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
地
下

階
に
放
射
能
を
含
ん
だ
地
下
水
が
漏
れ
こ
み
、
そ
の
地
下
水
か
ら
セ

シ
ウ
ム
と
塩
分
を
除
去
し
て
格
納
容
器
内
に
循
環
し
、
デ
ブ
リ
冷
却

に
用
い
る
冷
却
系
統
を
設
け
た
。
（
図
1
）

ぜ
汚
染
水
は
溜
ま
り
つ
づ
け
て
い
る
の
か

1
2
3
万
3
m
に
の
ぼ
る
汚
染
水
が
蓄
積
さ
れ
た
理
由
を
振
り
返
っ

て
お
こ
う
。
二
〇
二
年
三
月
二
日
の
原
子
炉
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
事

汚
染
水
貯
蔵
量

の
日
々
の
増
加
量

は
建
屋
へ
の
地
下

水
流
入
量
と
同
じ

で
、
事
故
直
後
に

は
一
日
当
た
り
約

4
0
0
。
皿
で
あ
っ

た
が
、
最
近
は
1

5
0
。
m
程
度
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

デ
ブ
リ
の
冷
却
目

的
に
は
こ
れ
ら
の

水
量
で
十
分
で
あ

り
、
さ
ら
に
事
故

発
生
か
ら
約
一
〇

年
を
経
過
し
た
今

日
で
は
デ
ブ
リ
が


